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小学校 特別の教科 道徳

１ 改訂の基本的な考え方

これまでの道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うという道徳教育の基本的な考え方を今
後も引き継ぐとともに、道徳科を要として道徳教育の趣旨を踏まえた効果的な指導を学校の教育活動全体を
通じてより確実に展開することができるよう、道徳教育の目標等をより分かりやすい表現で示すなど、教育
課程の改善を図った。

２ 目標の改善

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，

， ， ， 。自己の生き方についての考えを深める学習を通して 道徳的な判断力 心情 実践意欲と態度を育てる
・道徳教育の目標と道徳科の目標を「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」とした。

従前、道徳の時間の目標に定めていた「各教科等との密接な関連」や「計画的、発展的な指導による補充、深Point

化、統合」は 「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に整理した上で、表現を改めた。、

・従前の 道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め ることを 学習活動を具体化して 道「 」 、 「
徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての
考えを深める学習」と改めた。

道徳的価値について自分との関わりを含めて理解し、それに基づいて内省し、多面的・多角的に考え、判断すPoint

る能力、道徳的心情、道徳的行為を行うための意欲や態度を育てるという趣旨を明確化した。

・ 道徳的実践力を育成する」ことを、具体的に 「道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」と改「 、
めた。

よりよく生きていくための資質・能力を培うという趣旨を明確化した。Point

３ 学習内容の改善・充実

・小学校から中学校までの内容の体系性を高めるとともに、構成やねらいを分かりやすく示して指導の効果
を上げるなどの観点から、それぞれの内容項目に手掛かりとなる「善悪の判断，自律，自由と責任」などの
言葉を付記した。
・内容項目のまとまりを示していた視点については、四つの視点によって内容項目を構成して示すという考
え方は従前どおりとしつつ、児童にとっての対象の広がりに即して整理し 「Ａ 主として自分自身に関する、
こと 「Ｂ 主として人との関わりに関すること 「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 「Ｄ主」 」 」
として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」として順序を改めた。

学校の教育活動全体の中で、様々な場や機会を捉え、多様な方法によって進められる学習を通して、児童自らPoint

が調和的な道徳性を養うためのものである。それらは、教育活動全体を通じて行われる道徳教育の要としての

道徳科はもとより、全教育活動において、指導されなければならない。

いじめ問題への対応の充実や発達の段階を一層踏まえた体系的な内容に改善し ［個性の伸長 ［相互理解，寛Point 、 ］

容 ［公正，公平，社会正義 ［国際理解，国際親善 ［よりよく生きる喜び］の内容項目を追加した。］ ］ ］

４ 学習指導の改善・充実（指導計画の作成と内容の取扱い）

・全体計画及び指導内容の取扱いに関わる事項は「第１章 総則」に移行し、道徳科の年間指導計画に関わ
る事項を記載した。

児童や学校の実態に応じ、２学年間を見通した重点的な指導や内容項目間の関連を密にした指導、一つの内容Point

項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫を行う。

・これまで目標に示していた各教科等との密接な関連及び補充、深化、統合に関する事項を、指導の配慮事
項に移行した。

各教科等で行う道徳教育としては取り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指導を補う補充や、児童や学校Point

の実態を踏まえて指導をより一層深める深化、内容項目の相互の関連を捉え直したり発展させたりする統合の

役割を担っている。

・道徳科の特質を生かした指導を行う際の指導方法の工夫例を、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体
験的な学習等として示した。

児童の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して工夫例を適切に取り入れるようにする。その際、Point

それらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにすることが大切である。

・指導上の配慮事項として、情報モラルに加えて社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱いを例示
し、取り上げる際の配慮事項を明記した。

現代的な課題の学習では、多様な見方や考え方があることを理解させ、答えが定まっていない問題を多面的・Point

多角的な視点から考え続ける姿勢を育てることが大切である。

・多様な教材の開発や活用について具体的に例示するとともに、教材の具備すべき要件を示した。
、 、Point 主たる教材として教科用図書を使用しなければならないことは言うまでもないが 道徳教育の特性に鑑みれば

各地域に根ざした地域教材など、多様な教材を合わせて活用することが重要となる。

・道徳科の評価に関して、数値などによる評価は行わない点に変わりはないが、学習状況や道徳性に係る成
長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必要があることを示した。
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５ 道徳科の評価

（１）道徳科における評価の意義
それぞれの授業における指導のねらいとの関わりにおいて、児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子

を様々な方法で捉えて、個々の児童の成長を促すとともに、それによって自らの指導を評価し、改善に努
めることが大切である。
（２）道徳科における児童の学習状況及び成長の様子についての評価
① 評価の基本的態度
道徳性は、極めて多様な児童の人格全体に関わるものであることから、評価に当たっては、個人内の

成長の過程を重視すべきである。
道徳科で養う道徳性は、児童が将来いかに人間としてよりよく生きるか、いかに諸問題に適切に対応するかPoint

といった個人の問題に関わるものである。このことから、小学校の段階でどれだけ道徳的価値を理解したかな

どの基準を設定することはふさわしくない。

② 道徳科における評価
道徳科に関する評価の基本的な考え方
・目標に掲げる学習活動における児童の具体的な取組状況を、一定のまとまりの中で、児童が学習の
見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を適切に設定しつつ、学習活動全体を通して
見取ることが求められる。
個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすることや、他の児童との比較によるPoint

評価ではなく、児童がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として記述式で行うこ

とが求められる。

・道徳科の学習状況の評価に当たっては、道徳科の学習活動に着目し、年間や学期といった一定の時
間的なまとまりの中で、児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する必要がある。
評価に当たっては、特に、学習活動において児童が道徳的価値やそれらに関わる諸事象について他者の考えPoint

方や議論に触れ、自律的に思考する中で、一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳

的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視することが重要である。このことは

道徳科の目標に明記された学習活動に注目して評価を行うということである。

個人内評価として見取り、記述により表現することの基本的な考え方
・児童が一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうかという点
例えば、道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々な視点から捉え考えようとしてPoint

いることや、自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとしていること、複数の道徳的価値の対立が生じ

る場面において取り得る行動を多面的・多角的に考えようとしていることを発言や感想文、質問紙の記述等か

ら見取るという方法が考えられる。

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうかという点
例えば、読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体的にイメージして理解しようとしてPoint

いることに着目したり、現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直していることがうかがえる部分

に着目したりするという視点も考えられる。また、道徳的な問題に対して自己の取り得る行動を他者と議論す

る中で、道徳的価値の理解を更に深めているかや、道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉

え、考えようとしているかという視点も考えられる。

評価のための具体的な工夫
・道徳科における学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握するに当たっては、児童が学習活動を通
じて多面的・多角的な見方を発展させていることや、道徳的価値の理解を自分との関わりで深めてい
ることを見取るための様々な工夫が必要である。
例えば、児童の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイルに蓄積したものや児童が道徳性を養っていくPoint

過程での児童自身のエピソードを累積したものを評価に活用すること、作文やレポート、スピーチやプレゼン

テーションなど具体的な学習の過程を通じて児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握することが考え

られる。こうした評価に当たっては、記録物や実演自体を評価するのではなく、学習過程を通じていかに道徳

的価値の理解を深めようとしていたか、自分との関わりで考えたかなどの成長の様子を見取るためのものであ

ることに留意が必要である。

組織的、計画的な評価の推進
、 、 。・道徳科の評価を推進するに当たっては 学習評価の妥当性 信頼性等を担保することが重要である

評価は個々の教師が個人として行うのではなく、学校として組織的・計画的に行われることが重要である。Point

【 文部科学省で作成した授業映像資料や、各教育委員会提供の実践事例等を集め教員向け参考資料】

た「道徳教育アーカイブ」をインターネット上で提供しています （https://doutoku.mext.go.jp/）。

◇ おわりに
「シリーズ『新学習指導要領 」Ｎｏ.２では「新学習指導要領の改訂のポイント」と題し、改訂の基本理』

念を確認するとともに、枠組の改善や各教科等におけるポイントをまとめました。

新学習指導要領の全体像の把握や各学校における新学習指導要領を踏まえた授業実施に向けた授業研究会

等、学校全体で御活用ください。


